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事務事業評価シート
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１．事務事業の位置付け ２．事務事業の概要
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５．今後の方向性（担当室による内部評価）

３．総合計画の目標達成に向けた主な事業の実績・計画

総合窓口での受付案内、戸籍、住民登録、印鑑登録に
関する届出の受付や各種証明書の交付の事務を行い
ます。

H.29年度（事業量・取組実績） H.30年度（事業量・取組計画）

主な事業の
実績・計画

総合窓口受付案内、届出の
受付や各種証明書の交付事
務
届出コーナー取扱件数
　18,138件
証明コーナー取扱件数
　46,999件
≪事業費≫
消耗品費　74千円
受付案内・届出窓口業務委託
料　22,019千円
OA機器賃貸借料　94千円

総合窓口受付案内、届出の
受付や各種証明書の交付事
務
≪事業費≫
消耗品費　82千円
受付案内・届出窓口業務委託
料　 22,020千円
OA機器賃貸借料　94千円

H.31年度(事業計画) H.32年度(事業計画) H.33年度(事業計画)

総合窓口受付案
内、届出の受付や
各種証明書の交
付事務

総合窓口受付案
内、届出の受付や
各種証明書の交付
事務

総合窓口受付案
内、届出の受付や
各種証明書の交
付事務

事業内容

(H.30)No. 6212 (H.29)No. 6212

事務事業名 総合窓口経費
会計区分 事業コード 020205
一般会計 （中事業名）※予算書事業名

総務費 一般管理費

担当部局名 担当室名 室長名 総務管理費 （小事業名）

自主自立の市政経営 総合窓口での取り扱い業務やサービスの充実を図るた
め、職員体制（正規・臨時・委託）を整え、効率の良い運
営をめざします。

施 策 成熟社会に対応する行政運営

重点プロジェクト

市民部 総合窓口センター 山村　昌也 一般管理費 総合窓口経費

総
合
計
画

政 策 未来につなぐ自立と協働による市政経営 事業目的（めざす効果）

基本施策

H.31年度(計画予
算)

H.32年度(計画予
算)

H.33年度(計画予
算)H.28繰越分 H.29現年分

①直接事業費 22,187千円 22,196千円 22,196千円 22,196千円

H.29年度（決算見込） H.30年度(作成時予算額)

H.29繰越分 H.30現年分

22,196千円

人
工
数

職員 1.00人

国･県支出金内
訳

(

千
円

)

その他（　　　）

11,360千円 11,360千円 11,360千円

①+②総事業費 0千円 33,547千円 33,556千円 33,556千円 33,556千円

0千円 11,360千円

0千円 33,556千円

②概算人件費 0千円 11,360千円

1.00人 1.00人 1.00人

臨時職員等 2.20人 2.20人 2.20人 2.20人

1.00人

2.20人

地方債

一般財源 0 22,187 22,196 22,196 22,1960 22,196

 【選択肢】　 継続（改善）、継続（現行）、継続（拡大）、継続（縮小）、統合（予定含む）、休止（予定含む）、廃止（予定
含む）、事業完了（予定含む）

継続（現行）

今後の対応方針（課題解決への取組内容、具体的な見直し内容、継続の理由等） ６．事務事業の取組に関係する市の計画

職員・臨時職員・委託業者との業務分担を明確にした上で、制度に基づく決定は必ず職員が行
うなど、迅速で正確な事務を遂行しています。更なる市民サービスの向上を図るため、アンケート
による満足度にも考慮していきます。
旧姓の通称としての使用拡大の為の法改正が平成30年に予定されており、当該制度のシステ
ム改修の必要性があると思われます。（詳細が不明であり予算計上していません。）

４．担当室による事務事業の点検

民間委託をさらに進める方向で取組を行い、窓口サービスの充実と円滑な業務の遂行ができました。

考察（H.29年度の取組評価、課題、施策への貢献、市民との協働など）


